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太
平
洋
戦
争
後
の
北
海
道
で「
二
本
の

箸
で
飯
を
喰く

う
の
は
そ
こ
い
ら
じ
ゅ
う

に
い
る
が
、
一
本
の
筆
で
飯
を
喰
っ
て

い
る
の
は
更
科
だ
け
だ
」と
い
う
こ
と
が

ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。現
在
で
も
、
詩
人
で
生
活
で
き
る
の

は
わ
ず
か
で
、
戦
後
の
日
本
は
み
ん
な

が
貧
し
か
っ
た
時
代
、
文
筆
だ
け
で
生

活
す
る
の
は
厳
し
か
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

更
科
は
、
北
海
道
の
風
物
や
地
誌
、
動

物
や
植
物
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る
こ

と
に
も
筆
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

本
稿
第
26
回
で
紹
介
し
た『
北
海
道
繪え

本ほ
ん

』（
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
８
月
刊
）は
、

更
科
の
文
に
、
義
兄
弟
で
版
画
家
・
川
上

澄
生
の
挿
絵
を
添
え
て
北
海
道
の
風
物

を
書
い
た
も
の
で
、
出
版
社
を
替
え
て

発
行
さ
れ
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
、そ
の
後「
続
」が
１
９
７
６

（
昭
和
51
）年
６
月
、「
続
々
」が
１
９
７
８

（
昭
和
53
）４
月
に
、そ
れ
ぞ
れ
挿
絵
と
な

る
版
画
家
の
作
品
を
変
え
て
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
こ
だ
わ
っ
た
テ
ー
マ
で

は
、
こ
の
ほ
か
に
朝
日
新
聞
北
海
道
版

に
掲
載
さ
れ
た「
豆
風
土
記
」が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
１
９
５
４（
昭
和
29
）年
９
月

１
日
か
ら
１
９
５
５（
昭
和
30
）年
８
月
31

日
ま
で
の
３
５
８
回
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た「
豆
地
誌
」は
、１
９
５
５
年
９
月
１

日
か
ら
１
９
５
８（
昭
和
33
）年
３
月
21
日

ま
で
７
０
６
回
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
郷
土
資
料
シ
リ
ー
ズ
〉は
、札
幌
中
央

放
送
局
放
送
部（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
内
部
資
料

（
非
売
品
）と
し
て
１
９
５
５
年
12
月
か
ら

作
ら
れ
ま
し
た
。更
科
は
同
シ
リ
ー
ズ

の
う
ち
、
第
７
号「
北
海
道
の
花（
春
）」（
１

９
５
６（
昭
和
31
）年
５
月
）・
第
11
号「
ア

イ
ヌ
の
楽
器
」・
第
16
号「
北
海
道
の
災
害

史
」・
第
20
号「
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
」・
第
22

号「
北
海
道
市
町
村
名
の
起
源（
そ
の
Ⅰ
）」

か
ら
第
25
号「
北
海
道
市
町
村
名
の
起
源

（
そ
の
Ⅳ
）」（
１
９
６
０（
昭
和
35
）年
２
月
）

ま
で
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
『
北
海
道
郷
土
暦
』（
１
９
５
５
年
12
月

刊
）は
、
札
幌
中
央
放
送
局
放
送
部
の
同

名
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
視
聴
者
に
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
更
科
が
監
修
と
原

稿
執
筆
を
し
て
、
同
局
が
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

更
科
は
、
依
頼
が
あ
っ
た
原
稿
の
筆

耕
料
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、
そ
の
大
半
は
、
仲
間
た
ち
と
ア
イ
ヌ

文
化
や
北
海
道
各
地
の
郷
土
誌
の
取
材

に
行
く
費
用
な
ど
に
な
っ
て
消
え
て
い

っ
た
、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一本の筆で…

●更科源藏資料紹介

第
112
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

「豆地誌」
朝日新聞北海道版
1957年３月９日
「和寒（わっさむ）」

新 刊 案 内

ひんやり＆ぷるるん♪

見た目にも涼しげなお

やつが113品！ゼリー、

ムース、ババロア、シャ

ーベット…。

どれも冷蔵室や冷凍室

で冷やし固めるだけだ

から、とっても簡単！

毎日のおやつやおもて

なしにも大活躍!!

「�『
急
に
熱
が
出
た
』と
言
い
だ
す
女
の
本
音
」

絵
音
／
著

「
北
海
道
ツ
ー
リ
ン
グ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド
」

小
原　

信
好
／
編

「�

テ
キ
ヤ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
？
」

厚　
　

香
苗
／
著

「
科
学
の
罠
」

長
谷
川
英
祐
／
著

「�

は
じ
め
て
！
か
ん
た
ん
！
布
の
帽
子
」

中
嶌　

有
希
／
著

「
１
０
０
歳
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
笹
本
恒
子
」

東
京
新
聞
事
業
局
／
編

「�

海
う
そ
」

梨
木　

香
歩
／
著

「�

避
雷
針
の
夏
」

櫛
木　

理
宇
／
著

「�

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
絵
物
語
」

有
川　
　

浩
／
著

「�

ピ
ヨ
ピ
ヨ
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
」

工
藤
ノ
リ
コ
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

主婦の友社／編

☆�

特
別
展
示『
み
ん
な
の
夏
休
み
お

す
す
め
本
２
０
１
４
』

　
「
平
成
26
年
度
版
北
海
道
青
少
年
の
た
め

の
２
０
０
冊
」「
第
60
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」の
中
か
ら
、図

書
館
所
蔵
の
図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
感
想
文
や
夏
の
読
書
に
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
８
月
31
日
㈰
ま
で

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆�

図
書
館
用
バ
ッ
グ
の
ご
持
参
を

　
「
借
り
た
本
が
カ
バ
ン
に
入
り
切
ら
な
く

て
…
何
か
袋
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と
聞
か
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。お
手
持
ち
の
エ

コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
、
図
書
館
用
バ
ッ
グ
と
し

て
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
今
月
の
休
館
日

　

４
日
㈪
・
11
日
㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪

※�

お
盆
の
間
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

「また作って！」って言われる
ひんやりおやつ１１３

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）  ☎４８３‐４１００  URL http://www6.marimo.or.jp/k_emc/
８月は8:00～17:00開館（無休）　８月２日㈯～17日㈰は開館時間を19:00まで延長！

　

今
月
は
、親

子
で
も
祖
父

母
や
孫
と
で

も
、グ
ル
ー
プ

を
組
ん
で
登

山
を
楽
し
め

る
コ
ー
ス
を

ご
紹
介
し
ま

す
。町
内
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
藻
琴
山
で
す
。

　

標
高
は
ジ
ャ
ス
ト
１
千
㍍
。屈
斜
路

カ
ル
デ
ラ
を
形
成
し
て
い
る
外
輪
山

の
中
で
、登
れ
る
山
と
し
て
は
最
高
峰

で
す
。山
頂

か
ら
は
雄

大
な
屈
斜

路
湖
を
望

む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ル
ー
ト

は
、ス
カ
イ

ラ
イ
ン
遊

～川湯の森から～

歩
道（
小
清
水
側
）と
登
山
道（
東
藻
琴

側
）、
両
方
を
つ
な
ぐ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
コ
ー
ス
の
３
本
。い
ず
れ
も
、ス
タ

ー
ト
地
点
の
８
合
目
ま
で
車
で
上
が

れ
ま
す
。ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス

は
約
５
㌔
に
な
り
ま
す
が
、
遊
歩
道

は
片
道
約
２
㌔
、
登
山
道
は
片
道
約

１
㌔
。遊
歩
道
・
登
山
道
は
１
時
間
程

度
で
登
れ
る
の
で
す
。

　

藻
琴
山
は
歴
史
的
に
も
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。正
徳
２（
１
７
１
２
）年

に
発
行
さ
れ
た
、
日
本
初
の
百
科
事

典
と
も
い
わ
れ
る『
和わ

漢か
ん

三さ
ん

才さ
い

図ず

絵え

』

と
い
う
書
物
の
中
に「
薬く

す
り

カ
獄だ

け

」と
い

う
名
で
既
に
登
場
し
て
い
ま
す
。先

住
民
族
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
間
に
も

「
ト
ー
エ
ト
ク
シ
ペ
」と
い
う
ア
イ
ヌ

語
名
で
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。も

し
か
し
た
ら
、
自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

出
発
前
に
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｃ
で
情
報
入

手
を
お
忘
れ
な
く
！

世代が交じっても楽しめる登山コース

山頂からのパノラマを楽しんでみては

屋外でも屋内でも
楽しもう！

　時間を気にせず、ゆっくり体験し

てみてください。

▼ガイドウォーク随時開催！

　スタッフの解説を聞きながら森

の中を歩けば、発見があるかも。

▼  クラフトコーナーで世界に一つ

だけの作品を作ろう！

　材料は用意してありますが、自然

素材集めから始めるのもおススメ。

▼折り紙で遊ぼう！

　北海道の野生動物を折ったり、アイ

ヌ文様の切り絵に挑戦してみよう。

▼じっくり読書！

　図書コーナーでは貸し出しもＯ

Ｋ。気になる本を見つけてみては？

親
子
で
工
作
に
挑
戦

「豆風土記」
朝日新聞北海道版
1954年12月22日
「雪道」

『北海道市町村名
の起源（そのⅡ）』
1959年５月刊（右）

『北海道郷土暦』
1955年12月刊（左）


